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AIMS ・G 血 を活 用 した授業方法の 開発 と評価（4）
〜 学生 に よ る授業評価 〜
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【概要 】組 織的 な授業改 善推進 の
一

方途 と して 広 く導入 され つ つ あ る学生 に よ る授業評価 を ，

LMS を中核 と し た教育支援 シ ス テ ム （AIMS −Gifu）の 「マ ス タ
ー

ア ン ケ
ー

ト」 モ ジ ュ
ー

ル と して 実

装 した e
マ ス タ

ー
ア ン ケー

トで は，同
一

の ア ン ケー トを複数 の 授業科 目に配布 し各 科 目内で の 回

答結果 を逐 次集 約 を 可能 とす る とともに，配布科 目全 体の 回答状況 を把握 して 全 体の 集計結 果 を

簡便に得 る こ とを可 能 とした 。

【キ
ー

ワ
ー

ド】教 育メデ ィ ア ， 教 育方法 e
−Learning，自学習，高等教育

1 ． は じめ に

　大学にお ける教 育内容 ・方法等の 改善 は ， 組

織的取組み （FD ） として定 着 しつ っ あ り，文

部科学省の 調査 で は平成 17年度に大学の 81％

が実施 して い る。学生 に よ る授業評価 も改善の

一
手法 として 定着 しつ つ あ り ， 71％の 大学に お

い て実施 され て い る 。

　授業評価 を授 業改 善に 活 かす た め には ， 沖

（2004 ）が類型化す る事前（最初），中間，事後（最

終）の 実施時点や 目的 に応 じ た 実施 回数等 も課

題 となる 。 細川（2007 ）は ， 中間評価 と最終評価

を 実施 し授業 改 善 の 有効性 を検討 す る と とも

に ， 実施課題 と し て マ ー
ク シ ー

ト等 の 方法を用

い る もの の 膨 大 なデー
タ 処 理 が つ い て まわ る

こ とを指摘 して い る 。 こ の デ ータ集計に要す る

時間 と労力 を軽 減 の た め に は ，末 田 ら（2000）

は ア ン ケ
ー トの 作成 か ら実施 ， 集 計 を手軽に 実

施 可能な支援シ ス テ ム や ， 柴崎 ら（2006）の 評価

調 査支援 シ ス テ ム （REAS ）等 が開発 されて い る。

　 し か し，もと よ り授業評価は ，授業実施の
一

連 の 活 動 に位 置 づ け られ る もの で あ る こ とか

ら ， 授業支援を総合的 に支援す る シ ス テ ム の
一

機能 として整備す る こ とが操作性 や権 限処理 ，

活 用普及等 の 面 か ら適 当で あ る と考 え られ る 。

　 そこ で ，本学が整備 してきた LMS を中核 と

し た教育支援 シ ス テ ム で あ る AIMS ・GifU に授

業評価 を支援す る機 能 を追加 実 装す るこ と と

した 。

2 ． 学生 に よる授 桑評 価 の実施

　 AIMS ・G血 は 2004 年か ら全学的 に導入 さ

れ た 教育支援シ ス テ ム で あ り， Blackboard社

製 の LMS に よ り構成 され て い る 。

　 すで に ，AIMS ・G 血 に は ア ン ケー ト機能 が

用意されて お り，個 々 の 授業科 目（コ ース ）内で

の 担 当教 員に よ り ア ン ケ
ー

トの 設定や集計 が

実施可能 とな っ て い る 。 教育学部で は 2005 年

か ら本 シ ス テ ム を利用 して 授 業評価 を実施 し

て きた が ， 以下 の 課 題 が指摘 され て きた 。

（1＞学部共 通 ア ン ケ ー トを各 コ ース 担 当教員

　 が複写 し て 利用す る こ と

（2）学部全 体 の 集計 結果 を得 る ため に 各 コ
ー

　 ス の 結果を手動で 複写 す る こ と

（3）各 コ ー ス で の 回 答状 況 を授 業評 価担 当者

　 等 が把握で きない こ と
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　AIMS ・GifU の ア ン ケ
ー

ト機能 は ，
コ
ー

ス 内

に独 立 した機能 で あ るた め ， 同
一

の ア ン ケ
ー ト

を各 コ ー ス 間で 配布 ・回収す るた め の 機能 と し

て は用意 され て い ない 。

　そ こ で
， 同

一
ア ン ケ

ー
トを複数 コ ー

ス に 配布

し回収す ると ともに ，実施状況 を確認する機能

を 「マ ス タ
ー

ア ン ケー ト」 と して 整 備 した 。

3 ． マ ス ターア ン ケー ト機能

　 マ ス タ ー ア ン ケ ー トは Blackboard の モ

ジ ュ
ー

ル と し て 設計 し た 。 そ の 機能 は ， 以 下 の

よ うで あ る 。

（1）マ ス タ
ー

ア ン ケ
ー

トの 権限 処 理

　 マ ス タ
ー

ア ン ケ ー トは ，特殊 な独立 コ
ー

ス 内

で 管理 す る。こ れ に よ り，当該 コ
ー

ス の 指導者

権 限 を授業評 価 実施 主体 の 委員会 や学務係 等

の 教 職員 とす る こ とで ア ン ケ
ー トの 標 準機 能

を用い た 作成か ら，配布，結果の 回収 ま での 権

限を付与可能 となる。

（2）マ ス ター
ア ン ケー トの 配布機 能

　 マ ス タ
ー

ア ン ケ
ー

ト管理 コ
ー

ス 内で 作成 さ

れ た ア ン ケ
ー

トは 実施 内 容や 時期 に応 じて 複

数種類 を管理 す る。配布機 能 は，ア ン ケ
ー

トを

1 つ 指定 して ， 複数 コ
ー

ス を指定 して配 布 可 能

とす る 。

（3）配布 コ
ー

ス で の 準備機 能

　 コ
ー

ス へ の ア ン ケ
ー

ト配布 が 完 了 した こ と

を指 導者 に メ ール 通知 し ， 指導者が コ ース 内で

回答 可能 とな る よ うに 準備す る。各 コ
ース は基

本的に指導者が管理 して お り ， 学生 へ の 回答指

示 も指導者に よ り実施 され る 。

（4）配布 コ ース の 回答状況把握機 能

　 マ ス タ
ー

ア ン ケ
ー

ト管理 者 は ， 配布 コ
ー

ス で

の ア ン ケ
ー

トの 実施 ， 回答 経過 の 状況 （回 答者

数 の 割合 ）を逐 次確認可能 とする 。 ま た ， 必 要

に 応 じ て 指導者に メ ール 連絡 を可能 とする 。

（5）ア ン ケー トの 回収機 能

　 複数 コ
ー

ス に 配布 した ア ン ケ
ー

トへ の 回答

結果 を
一

括 して 回 収 可 能 とす る 。 結果 は ， ダウ

ン ロ
ー

ド し て 分析可能 とす る 。 回答デー
タ は 回

答者 を特定す る情報を含 まず ，
コ ース ID に よ

り科 目を区別す る こ とは可能 とす る。

　　図 1　 マ ス タ
ー

ア ン ケ
ー

トの 回 答状況

4 ． マ ス タ
ー

ア ンケ
ー

ト実施

　 マ ス ターア ン ケー ト機 能 を用 い た学生 に よ

る授業評価は，2007 年度前期か ら教育学部 に

おい て 中間評価 として 利用 を開始 し て い る。各

授業 科 目の 担 当教員 は， 日常的 に利用 可 能 な

AIMS ・G血 を用 い て 学生 の 回 答状況 を リア ル

タイ ム に集計 可能 で あ り，自由記述 の 確認 も容

易 とな る こ とか ら ， 実施以後 の 授業改善 へ の 反

映 も期待 で き る 。 さらに ， 全体 の 集 計結果 を

AIMS ・GifU の 学部 コ ミ ュ ニ テ ィ に掲載する こ

とで ， 担 当授業の 傾 向 を比 較分析可能 と し ， 授

業改 善の ポイ ン トを明確 にす る こ とが で き る

と考え る 。 今後は J マ ス タ
ー

ア ン ケー ト機能の

活用 を全 学的に進 め るこ とが必要 とな る。
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